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［２］研究経過 

抑うつ・不安の高い者には，ネガティブな情報を

処理しやすい特性があることが知られており（注意

バイアス）研究・介入プログラムの開発は，近年ま

すますその重要性を増している。本共同研究では，

a）抑うつ・不安の高い者が持つネガティブ情報へ

の注意バイアスの検出可能な聴覚刺激を用いたプロ

グラムを脳機能に着目して作成し、b）注意バイア

スプログラム実施中の脳活動を MRI を用いて計測

し、c）注意バイアスの低減を可能とする介入プログ

ラムを開発することを目的として研究を行った。 

以下，研究活動状況の概要を記す。 

 聴覚情報による注意バイアス検出プログラムを作

成するにあたり、刺激は，発話されたネガティブ語，

中立語を用いることとした。聴覚的に提示する際に

はネガティブ語／中立語を組み合わせた刺激，ある

いは中立語同士を組み合わせた刺激を左右の耳に同

時にヘッドフォンを用いて提示し、単語刺激提示後，

右耳あるいは左耳からビープ音が提示される。参加

者はビープ音が聞こえたと思う側の耳を判断し，キ

ー押しにより反応する。なお，参加者には事前に抑

うつ・不安の高低を測る尺度を行い，抑うつ・不安

の高低によりネガティブ語の後のビープ音に対する

反応速度の差異を検出する。これにより、ネガティ

ブ刺激に対する聴覚的な注意バイアスが抑うつ・不

安の高低により異なることを明らかにすることがで

きると考えられた。また，機能的 MRI により脳賦

活を測定することで，左右の大脳半球機能の反応の

違いを含めた検討を行うこととした。さらに，上記

の研究遂行後に、抑うつ・不安の高い参加者に対し

て，聴覚情報による注意バイアス修正トレーニング

を行うこととした。トレーニングでは，左右の耳に

ネガティブ語／中立語をそれぞれ同時に提示した後，

提示されるビープ音は必ず中立語の後に呈示され、

中立語の後に必ずビープ音が提示されることでネガ

ティブ語への自動的な注意が徐々に抑制される。ト

レーニング前後に MRI と心理検査を行い，ネガテ

ィブ語あるいは中立語が提示時の脳賦活や脳形態の

変化や認知機能の変化を調べることとした。本研究

を進めていくための打ち合わせを 2014年 7月に打

ち合わせを行い、MRIを用いて聴覚刺激を用いた注

意バイアスの研究を行っていくには、種々の困難が

あることが明らかとなった。一つ目に、聴覚刺激を

用いた注意バイアスの検出方法が確立されていない

ことが挙げられ、実験パラダイムの確立が急務であ

ることが明らかとなった。また、二つ目として、聴

覚刺激を提示する際に、MRI内でのノイズの影響に

配慮する必要があることが明らかとなった。 

 

 

図1. 実験パラダイム 

 

［３］成果 

 （３－１）研究成果 

本年度は，打ち合わせと文献レビューを詳細に行

い、以下に示す研究成果を得た。 

まず第１に，これまでの注意バイアス研究におい

ては、抑うつ、不安の高い者はネガティブ刺激が呈



 

示された際に反応が早く、しかも注意をそらす事が

困難であることが言われていた。よく用いられる実

験パラダイムに「ドットプローブ課題」がある。こ

れは、否定的な単語と中性的な単語が同時にスクリ

ーン上に提示され、どちらかの単語の後に現れたプ

ローブ(*)に気づき次第、できるだけ速くボタンを押

す課題である。このパラダイムを用いると、不安・

抑うつの高い者は否定語の後に呈示されたプローブ

に対する反応時間が速いことが言われている。これ

までの先行研究の多くは視覚刺激を用いて、抑う

つ・不安の高い者が持つ注意バイアスを明らかにし

てきた。聴覚における注意バイアスの検出方法とし

て、Bertels ら（2010）のビーププローブ課題が挙

げられる。この課題では、タブー語、ネガティブ語、

ポジティブ語をニュートラル語と組み合わせたもの

をそれぞれ左右のスピーカーから同時に提示する。

刺激の提示後に聞こえてくるプローブ（ビープ音）

が左右のどちらのスピーカーから聞こえてきたかを

判断させる課題である。その結果、タブー語、ネガ

ティブ語が右側に提示された時に右側に提示された

ビープ音に対する反応が左側よりも速いことが明ら

かとなった。この研究では健常者のネガティブ語に

対する注意バイアスの検出を行っていることから、

抑うつ・不安の高い者は、ネガティブ語の後に提示

されたビープ音に対してより速い反応を示すのか、

左右差がより大きいのかなどが明らかとなっていな

いことがわかった。 

第2に、これまでの注意バイアストレーニングの

研究においては、単語を刺激として用いた抑うつ、

不安の高い健常者に対して注意バイアスの軽減トレ

ーニングを行ったところ、抑うつ、不安は軽減した

という（MacLeodら、2002）。また、社交不安の高

い者に対して表情刺激を用いた注意バイアストレー

ニングを行ったAmirら（2008）によれば、彼らの

スピーチに対する不安が軽減したと報告されており、

限局的な不安に対しても効果があると言われている

一方、クモ恐怖症といった恐怖症には効果が見られ

ないと報告されている（Reese ら、2010）。これら

の研究は、視覚刺激を用いて行われたもので、聴覚

刺激による注意バイアスのトレーニングは行われて

いない。しかしながら、視覚刺激と聴覚刺激の異な

る点として、視覚による感覚刺激は目を閉じること

により、外界の刺激を遮断することが可能であるが、

聴覚による感覚刺激は簡単には遮断できないことが

挙げられる。つまり、聴覚刺激による注意バイアス

を軽減するトレーニングは重要であると考えられた。 

 以上のことから、抑うつ・不安の高い者における

聴覚刺激を用いた注意バイアスの検出が可能となる 

パラダイムを作成し、確立した上で、聴覚の注意バ

イアスのトレーニングを試みる重要性が明らかとな

った。 

 

（３－２）波及効果と発展性など 

 ネガティブな情報に対する注意バイアスは、近年

多くの注目を集めている。しかしながら、そのアプ

ローチは、実験心理学か臨床心理学の立場からしか

実施しておらず、学際的な視点から説明モデルや効

果的な介入プログラムの作成の試みはいままでなか

った。本プロジェクトでは、実験心理学・臨床心理

学・リハビリテーション学・脳科学の4つの研究領

域の知見を組み合わせるという学際的な試みであっ

た。従来の研究での、問題点や限界点を一つ一つ丁

寧に調べることで、注意バイアストレーニングの今

後の方向性を示すことができた。 

 本共同研究は、臨床現場を良く知る学外共同研究

者との交流を通じて、現場で求められるトレーニン

グプログラムの要素などを知ることができた。また、

臨床心理学を専門とする若手研究者に脳計測や生活

介入型の研究のノウハウを伝えることができ、若手

の育成に貢献したといえる。 

 

４］成果資料 

 平成26年度には、成果発表を行っていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


